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1　同時代評価
（1）「読売新聞」連載記事から
　昭和3年の3月中旬から4月中旬にかけて、「読売新聞」は朝刊第二面で、
「学園展望」と題する連載を行なった。内容は都内主要大学の看板教員とその
大学の動向を、いささかゴシップ風に紹介する評判記であった。早稲田を皮切
りに、順に帝大、東大、商大、明大、中大、法政、日大が取り上げられた。
　本学は、4月3日から5日まで3日間掲載された。3日は、「明大の巻1
刑法は新聞の三面記事から　岡田三面子雅号の由来　明大法学部の人々」の見
出しのもとに、横田秀雄、島田鉄吉、岡田朝太郎らを、4日は「明大の巻2
法学部全盛の夢もむなしく　ここにも見る時世の動き　商学部は若手揃い」
で、尾佐竹猛、志田釧太郎、田中貢、柳柴健治らを、5日は「明大の巻3　父
と子が闘う現代人の悩み　左右対立の母親が参加する　新興の政経学部」とし
て小林丑三郎、赤神良譲、米田実、西村文太郎らを挙げている。
　見出しからも知られるように、明大50年の歴史は法学部全盛の歴史を見なが
ら来たが、社会の趨勢は商学部に重きを置くようになってきており、さらに
は、新興の政治経済学部が脅かしているといった論調で、4日の巻2には、
「この意外な珍現象にほくそ笑んでいるのは商学部長の志田釧太郎博士」だと
の、穏やかならぬ表現まである。
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　ところで、その巻2は、巻
1からの法学部の続編と商学
部編であるが、次のような興
味深い文章で書き起こされて
いる。
　「教授でもなく助教授でも
なければ又『講師』でもな
い、ただ法学部の機関誌であ
る『明治法学論叢』の編輯主
任として学校に繋がりを持っ
ているだけで、而も人気の点
に至っては遥か幹部教授の上
に在るという明大きっての変
り種に尾佐竹猛氏がある。氏
は大審院の判事で法曹珍話を
山と蒐めている特志家、氏の
博学多識には流石の内田魯庵
氏でさえ舌を巻いている、宜
なるかな近年随筆家として認
められ、その特殊研究で大い
に出版界を賑わしている。」
　法学部の機関誌を「明治法
学論叢」と書いているのは、
「法律論叢」の誤りで、同誌
は、明大学会が大正ll年に創
刊した「法律及政治」を前誌
とし、昭和3年の7巻1号か
ら改題したものである。
　昭和2年7月6日の法学部
書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
（「読売新聞」昭和3年4月4日朝干11第2面）
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教授会で、「法律政治に関する雑誌編輯に付五名の委員を挙げることを申し合
せ」たことにより、尾佐竹はじめ、大谷美隆、松岡熊三郎、水口吉蔵、森山武
市郎が委嘱されている。尾佐竹は昭和8年に野田孝明と交代するまで、5年半
務めた。この時の編輯兼発行人は、大学の幹部職員であった大西種次郎で、尾
佐竹が編輯主任の立場であったかは定かではない。
　尾佐竹が法学部の専任教授として迎えられるのは昭和6年4月のことであ
り、現職教授の評判記であるこの連載が、他の教授陣を差し置いて、未だ教壇
に立っていない尾佐竹の存在を強く押し出したことは注目される。
②　内田魯庵の評価
　内田魯庵は、ドストエフスキーの『罪と罰』の翻訳や、文壇回想録『思い出
す人々』など、翻訳、評論、小説、随筆と他方面で活躍し、諸学に通じた当代
随一の博識家と、誰もが認める存在であった。それが、「流石の内田魯庵氏で
さえ舌を巻いている」とは愉快である。魯庵が、大正15年2月の「中央公論」
に掲載した「読書巡礼」から、尾佐哲評をみておきたい。
　近年の明治維新史研究が、政治的関心から、民間資料を基礎として一般社会
の趨勢や民衆思想を究明する文化史的考察に重きが移ってきていることは好ま
しい傾向であるとして、「明治初期に関する人気著述家」の第一に尾佐竹を挙
げ、近著3冊を3ページ余に亘って詳解し、感想を述べている。
　まずは、r維新前後に於ける立憲思想』（大正14年、文化生活研究会）で、
「其の所説極めて精詳周密、一々的確の資料に依拠して毫末もアヤフヤな憶断
や空疎な議論は一行も無くして七百頁に達してをる。」とした。
　前書よりさらに興味深く、しかも文献外の研究に富んでいるのが、r賭博と
掬摸の研究』（大正14年、総葉社書店）で、「恐らく跡にも先にも類の無い天下
一本の奇書であろう。此の如き文献では油も求められない材料を其道の本職か
ら拾集して系統的に纏められた著者の組織的才能の非凡なるを感嘆すると同時
に、此の多大な労苦を捧げた研究を筐底に秘めずに公開されたのを深く感謝し
ないでは措かない。」と絶賛する。
　以上の二書を補うものとして、『法曹珍話閻魔帳』（大正15年、春陽堂）を挙
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げる。無用学博士の名で上梓されたものであるが、目次を一見すれば一頁だに
読まずとも著者は知れるとし、「此の著者ならでは決して見られない乱麻を断
つ如き筆鋒と痛烈骨を刺す如き犀利の辛辣味とは覆面の辻斬に頴脱して益々冴
えた切れ味を示している。此上に機智も課喩もあり、秘中の秘、裏の裏までも
穿って往々快哉を呼ばしめる個処もあり、中には又苦笑せしめ若くは失笑に禁
へざらしめる個処もあり、前記二書に増して一層痛快なる近時の快著である。」
とまで言わしめている。
　以上は、同時代評価の一例に過ぎないが、大審院判事という最高の司法官僚
でありながら、民間資料を駆使して明治維新史や政治思想史、文化史を実証的
に考証する学者として、さらには、下情に通じた時評家あるいは随筆家として
高い評価を得ていたことが分かる。
2　先行書誌
　尾佐竹の書誌調査に関して、関西大学及び親和女子大学の図書館員であった
田熊滑津子さん（大正ll年生）の業績に勝るものはない。
　はじめ、昭和52年6月に「関西大学法学論集」（第27巻第2号）に、山野博
史氏との共編で「尾佐竹猛略年譜・著作目録」を発表。それを、翌53年に宗高
書房から復刻された尾佐竹著『日本憲政史大綱　下』に増補転載。さらに補訂
を加え、58年7月、日外アソシエーツの「人物書誌大系」に、『尾佐竹猛』（A
5判、104p）として収めたのである。
　田熊さんは、昭和14、5年頃に、明治文化研究会編の『明治文化全集』（昭
和2年10月～5年7月、日本評論社）の「翻訳文芸篇」に収録されたゲーテの
「独逸奇書　狐の裁判」や、「時代小説篇」の福地桜痴の朝鮮近代史に取材した
「張嬢」などを夢中になって読みふけったそうである（『明治文化研究会事歴』
以後一吉野作造・尾佐竹猛著作目録・木村毅と翻訳文学年表　「書誌索引展望」
第4巻第2号　昭和55年5月）。
　明治文化研究会は、大正13年11月に、「明治初期以来の社会万般の事相を研
究し之れを我が国民の資料として発表すること」を目的に、吉野作造の呼びか
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羅佐竹猛棚濾醸鵜
ナく灘麟．、響糟戴らξ撫二職ぎ董頬ヒ麟究漁輔瞬して、　汽
雛会殿もなりた瞭Ssl　rels、・・1濃濱＆ての翼しい壕覇》聴ら、数
葬の灘鞭灘敷てびプ磯義匹鱗黙二於け勧懲怒想、韓櫛蔑
御濠完之二終った糊輕ま縫魁．なご、経融耀講鞍織乙懲致史な
E’t：繍紗撲認1鹸と甕縦をS」9f；学繊は高僻鍵銅ミている．
（田熊清津子編『尾佐竹猛』）
けで、尾佐竹をはじめ、石井
研堂、石川巌、井上和雄、小
野秀雄、宮武外骨、藤井甚太
郎が同人となって設立された
ものである。明治時代の社会
万般の基本文献を集大成した
同全集全24巻は、今も燦然と
輝く明治文化研究の金字塔で
ある。
　田熊さんは、そのような縁
もあって、尾佐竹の書誌作成
に先立ち、同全集の旧版（戦
前版）と新版（全16巻、昭和
30年1月～34年2月）の対照
総目次、全集月報総目次、明
治文化研究会の機関誌「新旧
時代」「明治文化研究」「明治文化」の総目次、同会刊行本目録、例会講演目録
などをまとめ、「明治文化研究会事暦」、「同　補遺」（「国文学」第40号、42号
昭和41年10月、42年12月、関西大学国文学会）を発表している。『尾佐竹猛』
は、まさに得るべき人をして世に出されたものである。
　この度、明治大学史資料センターが尾佐竹猛の総合研究を着手するに当た
り、私には書誌調査と、それを通じた検証、評価を行うことが課された。そこ
で、『尾佐竹猛」をベースに、同書刊行以後の文献や本学関係資料を中心に補
充調査を進めているところであるが、まだまだ途遥かの感がある。
　本稿は、r尾佐竹猛』の構成に倣い、「年譜」「著作目録」「参考文献目録」の
順に、同書の収録状況を紹介しながら、補充調査の過程で得られたものと書誌
調査の今後の課題について、中間的な報告をおこなうものである。
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（1）年譜
　尾佐竹の最初の著書は、生地石川県志賀町の地誌をまとめたr志賀項羅誌』
（しかさらし）で、明治41年に謄写版刷りの私家版で出された。その後、およ
そ60年を経た昭和45年に、同県高浜町文化財調査委員会から翻刻及び復刻版が
出版された。翻刻版の巻末に、「尾佐竹猛履歴書」と「法学博士尾佐竹猛著書
目録」、及び長男徊（となう）氏による小伝「父尾佐竹猛」が付された。『尾佐
竹猛』収載の年譜は、この「尾佐竹猛履歴書」などを参考にして、6頁に簡潔
にまとめられている。
　両年譜から尾佐竹と本学との関係についてみると、「尾佐竹猛履歴書」では、
明治32年に明治法律学校を卒業したことのみしか触れられていない。『尾佐竹
猛』においても、以下の3件に留まっている。
　明治32年「7月10日、明治法律学校（現在の明治大学）を卒業。」
　昭和6年「この年、明治大学法学部教授として明治史を講じる。」
　昭和17年「12月26日、後進に途を譲ることを理由に、大審院を退職。退職後
　　　　　　は、母校明治大学の文科部長、東京帝国大学法学部講師、帝国議
　　　　　　会の憲政史編纂所長などを兼任することになる。」
　そこで、明治大学史資料セソターと中央図書館の明大文庫に収蔵される、
「明治学報」や「明治大学学報」、「駿台新報」「明治大学新聞」などの新聞雑誌、
その他の内部資料に当り、（表1）「尾佐竹猛明大関係年譜（稿）」を作成した。
　本学には、学術研究機関誌として明治法学会が明治32年9月に創刊した「明
治法学」があり、やがて、現在の「法律論叢」に繋がっていくのであるが、こ
れが、明治37年9月から41年12月まで「明治学報」（発行所・明治学会）と称
していた。それとは別に、明治43年頃の創刊と思われる明治大学学友会発行の
「明治学報」があった。大学が理事会、校友会、学友会などの動静を伝える機
関誌として「明治大学学報」を創刊したのは大正5年10月あるが、昭和7年以
降の刊行状況は不明である。昭和13年と14年には「明大学報」が出されている。
また、明治43年1月には「明治大学学報」というものも存在している。いつれ
も学内動向を知る基本資料であるが、関係や変遷が複雑である上に欠号も少な
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くない。大正12年創刊の大学新聞「駿台新報」（明治大学新聞学会）と、その
改題後紙である「明治大学新聞」（昭和16年5月17日発行の第488号から。明治
大学新聞部）も完全には揃っていない。
　このため、年度によって精粗が著しいものにならざるを得なかった。さら
に、例えば、昭和3年4月の、創立45年式典と記念館完成とを合わせて挙行し
た復興記念祝典で開催された「明治教育文化展覧会」では、「駿台新報」が尾
佐竹を委員と記しているのに対し、「明治大学学報」掲載の委員名簿には名前
が見られないなど、資料としての信頼性を欠く面もある。
　そうしたこともあって、各説明文の末尾には、すべて出典を明記した。年譜
作成には引用文献を避け、できうる限り一次資料に当たり、かつ、複数の文献
で裏づけをとることが肝要である。これからも、新資料の発掘に努めるととも
に、内部資料の悉皆調査を継続していかなければならないと考えているところ
である。
　尾佐竹の明大における評価は従来、法学部教授就任や文科中興の祖たる文科
専門部長としての活躍にのみ光が当てられてきたきらいがある。今回、必ずし
も十分とはいえぬ調査であったが、前記以外の事柄について、かなりのことが
判明した。
　なかでも、昭和6年に法学部教授となる以前の働きには目を見張らされる。
明治35年に弱冠22歳で福井地方裁判所判事に赴任すると、すぐに校友会福井支
部の幹事に指名される。これが、校友として母校と深く関わる始まりと思われ
る。大正5年には名古屋控訴院判事に赴任し、同じ年の愛知県校友支部大会に
出席している。大正7年には校友会評議員、同理事に詮衡される。さらに、評
議員選出の大学協議員にもなる。大正10年には、明大石川県人会の副会長とな
る。郷土へ寄せる思いは強く、県人会には欠かさず出席していたようである。
　大正13年という年は、尾佐竹にとって特別な年であった。第一に法曹界の頂
点というべき大審院判事に就任する。第二は前述の明治文化研究会への参加で
ある。
　明大関係では、法科同窓会の設立に尽力する。そして、関東大震災からの母
校復興のために設立された後援会に校友会評議員から選出されて発起人にもな
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っている。また、大学の商議委員（後
に商議員）に選出され、大学運営に側
面から携わることになる。この時期の
大学は、関東大震災による未曾有の被
害からの復興、校地の移転騒動、横田
秀雄学長ら理事の辞任など、次々と巻
き起こる問題で震憾していた。頻繁に
開催される臨時の商議委員会や校友評
議員会に、恐らく激務の間をぬってで
あろうが、律儀に出席している。
　同じ年に、前年の大震災で蔵書のほ
ぼ全てを消失した図書館が各方面に再
興の支援を求めたのに応じ、63部193
冊を寄贈している（図書館報告　「明
治大学学報」第88号　大正13年3月）。
寄贈書は、高木豊三著『民事訴訟法論
書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
??????．???????????????????????????????? …ー ー… …? ?、????????…??ー?…??
（尾佐竹からの寄贈書であることを
記した図書館の蔵書）
綱』、岡田朝太郎講述r刑法総論』、寺尾亮著『国際私法』など法律の専門書が
殆どであったが、中には、宇野哲人著『支那哲学史講和』や、秋元洒汀著『小
野小町』、大日本文明協会編『近世泰西英傑伝　第4巻』といった図書も含ま
れており（図書館『和漢書受入簿』）、その多くは現在も所蔵されている。これ
以降も、自著を刊行する度に寄贈し続けた。
　なお、図書館には戦後から昭和40年代頃まで、「尾佐竹文庫」と称するコレ
クション約1，200点があった。これは、尾佐竹の蔵書ではなく、死後に尾佐竹
の研究業績を継承すべく、明治維新史や明治文化に関する図書を集めたもので
ある。現在、文庫は解体され、図書は書庫に分散配架されているが、図書館に
はコレクションを別刷りしたカード目録が残されており、あらましを知ること
ができる。
　大学への貢献ということでは、明治44年に大学施設の維持、充実を名目に行
われた募金に、毎月1円を5ヵ年に亘り、大正9年の大学設立に向けての基金
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募集には、毎月5円を100ヵ月に及んで寄付し続けた。校友は大学の後援者で
あり、いい意味のバトロソであることが望まれる。尾佐竹は、本当に在るべき
校友であったということがいえよう。
　昭和3年には、明大博物館の前身である、刑事博物館の設立準備委員会委員
になる。博物館の設置は法学部教授の大谷美隆が御大典記念事業として大学に
建議したもので、「創建の理念は、刑事法制を学ぶ学生ないしや一般公衆に対
して、実物ないしはその模型をもって教育することあった」（伊能秀明：明治
大学刑事博物館の誕生　「明治大学刑事博物館報告」第2号　平成9年3月）。
準備委員会委員は大谷、尾佐竹の他に、杉村虎一、松井茂、遠藤源六、遠藤鉄
吉、岡田朝太郎、岡田庄作、藤澤衛彦が委嘱された。翌年に設立委員、8年に
は博物館の職位が定められて委員となった。
　初代館長となった大谷は後に、「建議はしたものX、自分にやる意思は毛頭
なかった」、しかし、「尾佐竹君に頼んでも連も出来るものかといって引受けな
い」ので、已むなく引き受けたのだと回顧（刑事博物館とその資料　「博物館
研究」第7巻第3号昭和9年3月）している。
　刑事博物館は4年に記念館の5階に開設された。その後、何回かの移転を経
て、平成16年に生涯教育の拠点として建設されたアカデミーコモソに移り、考
古学博物館、商品博物館と合せて明大博物館に改組され、わが国屈指のユニバ
シティミュージアムに発展したことは周知のとおりである。その刑事エリアに
展示されている拷具や刑事関係資料の数々は、大谷や尾佐竹らの奔走によって
収集されたものであり、この種のコレクションは、当時も現在もわが国で他に
例をみない。
　昭和3年は、尾佐竹が「維新前後における立憲思想」によって、東京帝国大
学から法学博士の学位を授与された年でもある。この論文のもとになったの
は、大正11年6月から13年6月まで、本学刊行の「法律及政治」に22回に亘っ
て連載した「帝国議会史前記」である。尾佐竹ははじめこれを本学に提出した
のだが、拒否をされたために明治文化研究会で旧知の間柄にあった吉野作造に
勧められて東京帝国大学に請求したのだという。「尾佐竹は明治大学からは拒
否されたが、その仕事は学界からは高く評価され、拒否によって損したのは明
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治大学ということになる」（木村礎：尾佐竹猛　『明治大学　人とその思想』
昭和42年、明治大学新聞学会）。
　話は前後するが、本学は大正6年2月、尾佐竹をはじめ大勢の卒業生に「法
学士」の称号を授与している。これは、大学規則実施以前の法科卒業生で学力
が大学卒業者同等以上と認められる者への特別措置であった。明治法律学校を
首席で卒業した尾佐竹がその一人として詮衡されたのは当然のことである。
　母校への支援の仕方として、大学あるいは学問の自由を守るための行動もあ
った。それは、大正15年のことであるが、政府が軍事教育反対運動を抑圧しよ
うとしたことに対して、「駿台自由協会」を結成し、その発起人として立ち上
がった。岸本辰雄らとともに弁士となり、「刺身を食ふたら腹がふくれる」と
いった講演を行っている（r明治大学百年史　第3巻』平成4年、明治大学）。
現職の大審院判事の身であることを考えると驚くばかりである。木村礎先生の
評した「ブルジョア・デモクラシー思想の持ち主」（前掲書）とはこうしたこ
とを指すのだろう。
　ただしこの「駿台自由協会」は、大正15年10月16日付けの「駿台新報」第
138号に拠れば、校友、学生、教授間の親睦と学術振興を図り、大明治の建設
に資することを理想として設立され、主婦之友ホールで開かれた発会式では、
尾佐竹が万歳三唱の発声をしているとあり、前述の『明治大学百年史』で述べ
られている性格のものであったのか、今一つ釈然としないものがある。
　大学新聞の「駿台新報」が「明治大学新聞」と変わる昭和16年前後頃から、
戦況の影響を受けて、紙面は戦時色が強くなり、有力教授たちの戦意高揚に向
けた執筆が目立ってくる。第488号（16年5．月17日）には、「明治大学報国団役
員が決る」の見出しのもとに、志田鐸太郎団長以下学内106組織の部長名が列
記されている。本学の報国団の結成は、志田総長が体制への順応に積極的であ
ったことから、私大の中では早い時期に属するといわれている（加藤隆：解
説・学徒勤労動員　『明治大学史紀要』第8号　平成2年7月）。部長には、こ
れまで尾佐竹と関わりの深かった教員たちがこぞって名を連ねている。そうし
た学内状況下において、当時、尾佐竹の立場や地位が、どのようなものであっ
たか詳しくは分からないが、報国団の役員には加わっておらず、戦意高揚の記
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事も書いていない。新聞を1頁1頁繰って尾佐竹の関係記事を探す中で、尾佐
竹の名前を見出せないことに、この時ばかりはほっとさせられた。
　ところで、明治法律学校時代の思い出について、興味深い記事を紹介した
い。校友会々誌「駿台」の創刊号（昭和14年12月）のアンケートに答えたもの
で、「私の在学時代は学校の最も衰運に瀕したときであり私はまた最も貧究
（ママ）の時でありますから誇るべき何ものもありません。語れば貧乏臭い話
ばかりです」とある。学校の衰運とは、尾佐竹が入学する4年前の明治25年
に、本学が法典論争で惨敗した影響が尾を引いていた、ということなのであろ
うか。
　一方、教員として授業の評判はどうであったろうか。文科が新設された時
に、尾佐竹に請われて新聞科の講師を委嘱された明治文化研究会の同志である
木村毅は、学生に混じって尾佐竹の授業を聞いたという。木村によれば、一つ
の事柄を論じる際の尾佐竹の講義手法は、相反両論を提示し、最後に決定的な
証拠をつきつけて独自判断を下すというものであった。木村はその感想を、
「尾佐竹史学は、歴史に向かって判決文を書いている」（『幕末遣外使節物語
（尾佐竹猛全集第7巻）』解題　昭和23年、実業之日本社）と尾佐竹に話して、
苦笑されたそうである。
　ある日の講義で、井伊大老を論じた後に、桜田門外の変で井伊の遺骸を探し
に行った家臣が、濠から引き上げてみると首がない、「そこで、みんなが、や
ッこらどう（胴）じゃ、と云った話がある」と結んで、教室中を爆笑で湧き立
たせたという瓢逸な一面もあった（前掲書）。
　いささか横道に逸れるが、前掲の徊氏の小伝によれば、家での尾佐竹は謹厳
そのものであったという。歌舞音曲は一高寮歌を除いては一切厳禁で、学芸会
の練習をしていても酷く叱られたことがあり、歌を歌ったり騒いだりしている
時に、玄関に尾佐竹が帰った気配がするとただちに机に向かったとのことであ
る。しかるに、大正14年10月20日の夜に、木挽町の万安楼で開催された商議委
員有志懇親会の様子を「明治大学学報」（第108号　大正14年11月）は、「宴に
入り、記念の撮影をなし、一同若返って踊るやら歌うやら充分歎を尽くして和
気謁々の裡に」散会したと報じている。懇親会での尾佐竹の振る舞いがどのよ
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うなものであったのか、興味深いものがある。
　また、大正5年に名古屋控訴院への赴任が決まった時、校友会有志の呼びか
けで、木下友三郎校長や鵜澤聡明、布施辰治、山崎今朝弥ら鐸々たるメソバー
が出席して催された送別会の席で、尾佐竹は生殖器崇拝の起源について講話を
行ったという話しが残されている（「明治大学学報」第1号）。尾佐竹らしいと
いうべきか、人を食ったエピソードである。
　以上、明大における尾佐竹の事蹟を駆け足で追ってみた。かなりのところが
押えられたのではないかと思う。しかし、基本的な事柄で判明していない点も
多い。大学教員退職日がその一つで、昭和17年10月17日の「明治大学新聞」に
本学教授と紹介されていることや、19年6月に教授として年俸500円の辞令を
受け取っていることから、終戦まで在職していたと推測できるが、正確には分
からない。19年の辞令がどのような性格のものであったかも不明である。各年
の講義科目や授業内容も詳らかではない。
　商議（委）員や校友会評議員などそれぞれの役職で果たした役割、発言内容
も今後の調査課題である。また、大学はかなり早い時期から、本学出身の司法
官を招待して、役員との懇談会を継続的に行ってきているが、今回の調査の範
囲では尾佐竹の出席を確認することはできなかった。
　ともあれ、尾佐竹は本学にとって教員としてのみならず、大学経営の面から
しても大変な功労者であったことが分かる。そうした点からの顕彰がおこなわ
れてもいいのではないかと考えるのである。
（2）　著作目録
　『尾佐竹猛』のi著者目録は、明治27年（1894）年の『志賀項羅誌』から、昭
和55年（1981）までの、著書、編著、校訂書、新聞・雑誌掲載論文・随筆、序
文、解題など879点を出版年月日順に掲載している。
　補充調査では他に100点余りを確認しているが、この間に、未刊あるいは未
発表原稿の発見もあった。
　一つは、尾佐竹が福井地方判事の身分のまま伊豆の新島区裁判所判事を兼任
していた時に記した『海南叢書』のうちの、『海南法権史』（明治41年、自筆稿
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本）とr海南流刑史』（明治42年、自筆稿本）である。他の1冊はr海南風俗
史』（明治43年、謄写刷私家版）で、これは国立国会図書館に収蔵されている。
この2冊を先年、明治大学史資料センター運営委員で法学部教授の村上一博先
生が、新島村博物館でコピー複製本を見つけ出された。村上先生によれば、蔵
書印からして原本は新島区裁判所に所蔵されていたものと思われるが、現在の
新島簡易裁判所に問い合わせたところところでは所蔵はないとのことである。
村上先生は、その後、『海南法権史』の写真版が法務図書館に、貴重図書とし
て所蔵されていることも突き止められている。
　二つ目は、『明治維新史下3』の原稿で、長男御氏が大切に保管されてい
たものである。現存していれば質量共に天下有数のコレクションとして珍重さ
れていたに違いない尾佐竹の膨大な蔵書は、こまめにつけていたといわれる日
記など一切の資料とともに、昭和20年4月23日の東京大空襲で焼失してしまっ
た。疎開先の福井に持ち込んだいくばくかの資料も、福井空襲で焼かれた。御
氏から伺ったところでは、東京四谷の蔵書は、1週間近くも憔り続けたそうで
ある。大切な蔵書を失った尾佐竹の落胆、失意は察して余りある。66歳という
早すぎる死の遠因にもなったのではないだろうか。
　死後に刊行された、r明治維新　下の2』（昭和24年、白揚社）に御氏は序文
を寄せ、刊行に至る数奇な経緯を次のように記している。
　「下の2」の紙型は戦火で失われてしまった。尾佐竹はその校正刷と、執筆
（『明治維新　下の3』の自筆原稿）
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に取りかかっていた「下の3」の原稿を抱えて福井に疎開した。しかし、7月
19日に焼夷弾を浴び、火のついた校正刷と原稿を手で火をはたき消しながら火
焔の中を避難したが、原稿は、全頁にわたって黒焦げとなり、一部分は崩れ落
ちてしまった。だが、幸いにして、尾佐竹を知る良き協力老が現れて補填がで
き、「下の2」だけは出版の運びとなったというのである。
　「下の3」の原稿は未完成である可能性が高い。しかも、写真のように、か
なり損傷が激しい。このために、復元には相当の困難が予想されるが、奇蹟と
しかいいようのない形で残ったこの原稿を、『海南叢書』3部作とともに、活
字化できないものかと思う。
　改めて著述量の多さを実感しているところであるが、尾佐竹の関心の範囲は
広く、関わった雑誌類も、学術雑誌から大衆雑誌、郷土関係雑誌、新聞と際限
がない。しかも、数知れぬペンネームでの執筆もあって、全貌を捉えるのは容
易ではない。
　ちなみに、ペンネームで現在まで知られているところを挙げておく。そのユ
ニークさには意表を衝かれ、洒脱で、かつ自由人としての尾佐竹の姿を垣間見
る思いがするものばかりである。
　　雨花子、雨花台、大内松太郎、山田唯比古、縦横子、活殺子、名那繁次、
　　無用学博士、芦田真足（アシタマタル）、井田蛇義（イデオロギー）、甲斐
　　元齢（カ・イゲンレイ）、周布侃波（ステープルファイバー）、落木正文（ラ
　　ッキーセブン）、露木正文（ラッキーセブン）、不破志要（ファッショ）、
　　若本鳥之（ワカモトドリコノ）、相良武雄（アイラブユウ）、千田世成（セ
　　ソデソノヨナリ）、倭遅遮散史（イチニサンシ）
　　　　　　　〈田熊溜津子、山野博史共編「尾佐竹猛略年譜・著作目録」
　　　　　　　（「関西大学法学論集」（第27巻第2号　昭和52年6月）〉
　　高山長水
　　　　　　　く西田長寿「尾佐竹猛」（r日本近代文学大事典　1』昭和52年、
　　　　　　　講談社）〉
　　雨花　　　〈「尾佐竹猛」（r文化人名録』、昭和26年、日本著作権協議会）〉
　田熊さんは、前掲の「『明治文化研究会事歴』以後」で、「尾佐竹博士の著作
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は版を重ねる度に博士の手が加わってこれを見分けるのに苦労した。全集でも
出版される時にはこれらの諸版の解説が欲しいものである。」と書いている。
同様に、山野博史氏も「著作のすべてを一所に集めて、それらの内容をじゅう
ぶんに比較・検討してみないことには、異版を見分け、詳細かつ正確な書誌を
作成することは不可能ではないかと思われる」（前掲「関西大学法学論集」）と
指摘している。初出と単行書に収録された文献の相互参照、改稿の有無、著作
各版テキストの厳密な校合等も今後の課題である。
（3）参考文献目録
　『尾佐竹猛』の参考文献目録には、大正14年（1925）の吉野作造によるr維
新前後に於ける立憲思想』に寄せた推薦の辞から、昭和56年（1981）の『斎藤
昌三著作集』収録文献まで、60点が収録されている。
　「（2）尾佐竹猛i著作一覧」を参照していただければお分かりのように、昭和58
年に『尾佐竹猛』が刊行された昭和の後半期から相前後して、復刻、再構成版、
文庫本化、雑誌連載の単行本化といった、いわば尾佐竹本の出版ブームのよう
な現象が起きている。昭和50年代以降、その数は18冊にもなる。
　著作だけでなく、三谷太一郎の『「近代日本の司法権と政党一陪審制成立の
政治史」（昭和55年、塙書房。平成13年に増補改訂版r政治制度としての陪審
制一近代日本の司法権と政治』東京大学出版会）は尾佐竹の大津事件に対す
る見解を敷衛し、大久保利謙の『日本近代史事始め一歴史家の回想（岩波新書）』
（平成8年、岩波書店）は尾佐竹の日本近代史研究の先駆性を指摘するなど、
尾佐竹に対する再評価や、尾佐竹の学問に立脚する研究文献が多く見られるよ
うになっている。
　また、「朝日新聞」や「読売新聞」の全文記事がデジタル化されたことなど
によって、書誌調査のツールが飛躍的に発展したこともあり、相当数の新しい
文献が確認できている。
　参考文献調査の目的は大きくは二点ある。第一点は足跡や行動を知り、年譜
作成の基礎資料とすることである。第二点は人物評価をするためである。人物
評価とは人物像を組み立てるとともに、他との関係や影響性を明らかにしてそ
　15－
（215）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
の存在感を確認、検証することである。今回の調査は、第一点を重点に行って
きたが、今後は、前述の三谷太一郎や大久保利謙の例にもあるように、第二点
に焦点を当て、尾佐竹に関わる研究分野における位置づけや影響性を、書誌的
に裏付けていかなければならないと考えている。
　ところで、参考文献調査の過程で、気になることがあった。それは、尾佐竹
の名「猛」の呼び方である。「たけき」と呼ぶことは、ご遺族にも確認いただ
いたところであるが、「たけし」としているものが少なからず見受けられたか
らである。
　一例を挙げれば、西田長寿が尾佐竹の項を解説した『日本近代文学大事典
1』（昭和52年、講談社。昭和59年に机上版）がある。西田は東京大学法学部
明治新聞雑誌文庫に勤務し、明治文化研究会で尾佐竹とは親交が深かった人物
である。呼び名について、尾佐竹と話したことがなかったのか、気になるとこ
ろである。
　郷里の石川県で刊行された、『石川県大百科事典』（昭和50年、北国新聞社）
の小倉正一郎の解説は、「おさだけたけし」としている。名だけでなく、姓の
方も「たけ」を「だけ」と呼んだ唯一の例である。ただし、同社が平成5年に
新たに編さんした同名事典は、大多誠の執筆で「おさたけたけき」となってい
る。地元の文献では、石川近代文学館刊行のr石川近代文学全集　14近代小
説・評論』（平成5年）の著者紹介も「たけし」としている。
　尾佐竹の著書で、昭和15年に高山書院から刊行された『新聞雑誌の創始者柳
河春三』の奥付は「たけし」とルビが振られている。目次や奥付は往々にして
著老の校正の目が届かないものではあるが、どうしたことだろうか。
　図書館の目録でも混乱が見られる。著者の読みで検索すると、国立国会図書
館はさすがに全データが「たけき」となっており、「たけし」では1点もヒッ
トしない。ところが、私の住む区立図書館では、逆に所蔵6点すべてを「たけ
し」としている。困るのは、典拠コソトロールがなされていなかったり、「た
けし」から参照形を起しているケースで、ある市立図書館では、「たけき」で
7点、「たけし」では27点もヒットするといった現象も見られる。名前の読み
といえば、佐久間象山が思い浮かぶ。「ぞうざん」か「しょうざん」かを巡っ
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て100年に及ぶ論争となっている。そうならぬよう、一日も早く改めてほしい
ものである。
　ちなみに、この名の由来は、金沢藩の漢学者であった父保が、自分の子供に
「淑信猛実に堅し」と命名することを考えた（前掲「父尾佐竹猛」）ことによっ
ている。尾佐竹は5入兄弟の三番目の子供で長男として生まれ、計画通り
「猛」と名づけられたのである。
3　辞書・事典の中の尾佐竹
　最後に、参考文献調査から尾佐竹の評価を検証する一つの方法として、辞典
での扱いを見ておきたい。辞典はそれぞれの分野での研究の一定の到達点を表
すものである。そうした観点から、各分野の辞典に幅広く当たり、「国語辞典」
と「文学辞典」除いては立項のない辞典についても記録した。後述のように、
解説文での視点の分析もさることながら、まずは、登載の有無が、評価の第一
の価値判断を示していると考えるからである。何にあるかだけではなく何にな
いかを知ることは大切なことである。
　後掲の「（表3）辞書・事典の中の尾佐竹猛」は、一般的、社会的な評価を
見るものとして「人名辞典」「百科事典」「国語辞典」「地域辞典」を、学界な
ど各専門分野での評価を知るものとして「日本史辞典」「専門辞典」「文学辞典」
を各ジャソル毎にまとめた。併せて、人物調査のッールとして「レファレソス
辞典」を採録したが、名簿や紳士録の類は省いてある。
　「評価の視点」は、各解説文の中から特に、尾佐竹の主要な研究業績と考え
られる立憲史、日本近代史（特に維新史）、明治文化史研究と、職業履歴とし
ての司法官僚、大審院判事を、そして、明治法律学校の卒業生、明治大学教授
であったことを切り出して、記載の有無を比較したものである。併せて、主要
著作として挙げられた書名を拾った。
　詳細な分析は後日を期さなければならないが、全体を概観すると、人名辞典
には既に生前に登載があり、百科辞典や中型以上の国語辞典とともに、一般的
な辞典では早い時期から取り上げられていることが分かる。昭和43年には神田
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文人（『大日本百科辞典　3』　小学館）が、厳密な考証に基づく研究をおこな
ったと評価した。それ以降、他の辞典でも、実証主義、文献主義といった記述
が見える。
　専門の日本史辞典が本格的に取り上げるようになるのは、昭和50年代半ば以
降である。明治大学史資料センター所長の渡辺隆喜先生のご教示によれば、歴
史学会で尾佐竹の評価が出てくるのが30年代半ばで、位置づけがはっきりして
辞書にも書きやすくなったからだろうとのことである。そのような学界の動向
の中で特筆すべきは、昭和31年の岩井忠熊である。「厳密な考証と権威に屈し
ない自由主義的見解を特色とする」（r日本歴史大辞典　第3巻』　河出書房新
社）とした。大久保利謙（『国史大辞典　2』　昭和55年、吉川弘文館）の、
「論証に民間資料を駆使して独自の史風を樹立」し「史料主義を標榜した」と
ともに、尾佐竹像を確立したものといえよう。
　専門分野の辞典でも、文化史や社会史、とりわけ肝心の法学・法律関係辞典
の扱いは些か薄いといわざるを得ない。文学辞典での登載は少ないが、随筆家
としての評価がある。
　人物調査を行う際に、誰もがまず基本ツールとする、法政大学文学部史学研
究室編r日本人物文献目録』（昭和49年、平凡社）に登載がないといった事実
もあり、尾佐竹の評価のプレを見た思いがした。
　本学に関する事柄では、明治法律学校の卒業生であることは、ほぼ定着して
いるが、その後の本学での活動や業績についての認知度は、かならずしも高い
ものではない。
　評価の視点の著書は、主著として記載されている書名をすべて書き上げたも
のである。リストアップした辞典のうち、解説文中に著書を揚げたものは75冊
で、1点から最大13点を挙げている。
　以下に、記載点数の多いものから10位まで並べてみる。
　　57　『維新前後における立憲思想』
　　53　『明治文化全集』
　　50　『日本憲政史大綱』
　　32　『明治維新』
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　　16　『日本憲政史』
　　15　『尾佐竹猛全集』
　　12『賭博と掬摸の研究』
　　9　『国際法より観たる幕末外交物語』
　　7　『明治文化史としての陪審史』
　　6　『幕末明治新聞全集』
　　6　『明治秘史疑獄難獄』
　『維新前後における立憲思想』を筆頭とする憲政史関係著書が上位を占め、
明治文化研究会での『明治文化全集』や『幕末明治新聞全集』の功績を多とす
ることは頷けるところである。意外なのは、『明治維新』と『賭博と掬摸の研
究』で、前者を挙げている辞典は4割、後者に至っては2割に満たないことで
ある。特に後者は、類書が極めて少ないこともあり、大正14年の初版以来今日
まで、増訂版、改版、再構成版、新装版等々、様々な形で版を重ねている人気
書である。それは、「（表2）尾佐竹猛著書一覧」を見ていただければ一目瞭然
である。だが、内田魯庵の絶賛にも拘わらず、世俗的なテーマであるが故なの
か、辞典執筆者の眼鏡にはかなわないらしい。
　最後に、版を重ねている辞典において、時代の変遷とともに記述内容にどの
ような変化がでているかを、『広辞苑』を例に見ておきたい。同書の初版は昭
和30年で、今日まで約半世紀の間に5版を数えている。初版と最新の第5版
（平成10年）の解説を比較してみる。
　初版　「おさたけ・たけき［尾佐竹猛］歴史学者。法博。東京の人。大審院
判事。明治文化研究会主宰。明大教授。著『日本憲政史』『明治文化の新研究』
など。（1880／1946）」
　第5版　「おさたけ・たけき［尾佐竹猛］司法官・歴史学者。金沢生れ。明
治法律学校卒。大審院判事。明治大学教授。明治文化研究会を主宰、同人と
『明治文化全集』を刊行。著「日本憲政史大綱」『維新前後に於ける立憲思想』
など。（1880／1946）」
　出生地は初版では東京となっていたが、第3版（昭和58年）で石川県と正し
く表記される。それがなぜか、第4版（平成3年）から金沢に変わってしまう。
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しかし、第3版で明治法律学校卒であることとが入り、主著も改まる。第4版
で『明治文化全集』が加わって、第5版に至っている。僅かながらではある
が、字数も増え、出生地のことを除けば、解説も妥当なものに変わってきてい
るのは嬉しいことである。
4　おわりに
　先行書誌である『尾佐竹猛』に依拠しながら、尾佐竹の明治大学での事蹟を
補充調査し、その中から得られたものを紹介した。
　今後の書誌調査の課題は、第一に本学の責任として、本学での事蹟を細大漏
らさず把握することにある。それには、学内資料の悉皆調査が必要である。調
査はまだ途上にあり、新しい資料を見るたびに発見がある。それによって、こ
れまで書き連ねてきたような、尾佐竹に対する見方や解釈を覆さなければなら
ないことも多くあるのではないかと不安を感じている。大学の機関誌や新聞だ
からといって、そのまま鵜呑みにすることはできない。かならず複数の文献で
の裏付けをとることが必要である。その意味でも周辺資料も含む文献探索の完
全を期したいのだ。残念なことに、明治大学史資料セソターにも図書館におい
ても、かならずしも学内資料は完備していない。明治大学史資料セソターを名
実ともに大学のアーカイブセソターとし、中央図書館の明大文庫を本学の知を
象徴するメモリアルコレクショソとするためには、学内だけでなく、校友を含
めた全学的な協力体制が求められる。
　尾佐竹猛は、法曹家としても学者としても、そして校友としても、本学が生
んだ最高の逸材である。その人物について、身贔屓でなく、正しく総合的に評
価したいというのが、今回明治大学史資料セソターが取り組む尾佐竹研究の目
的である。尾佐竹は明治法律学校で何を学び、どのような交友関係があった
か。本学で学び本学の校友であったことが、尾佐竹の学問や思想形成にどのよ
うに生かされているのか。それが、学界や社会にどのような影響を及ぼしてき
ているのか。先に、木村毅の授業の感想を紹介したが、大学に関わるあらゆる
行動について、同時代評を始め、関係する文献を丹念に拾い上げることで、尾
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佐竹の存在感を明確にしたいと思う。
　田熊滑津子さんは、『尾佐竹猛』刊行後、本学図書館を調査をされ、図書館
に欠けている尾佐竹の著書を始め、尾佐竹の名古屋時代の書簡や明治文化研究
会の例会記録などを寄贈してくださっている。本稿では田熊さんの先行業績を
多々引用させていただいた。田熊さんには何らかの形で尾佐竹研究に加わって
いただけないものかと願うものである。
　御長男の徊氏のお宅には、平成13年に曾孫の山岸智子政治経済学部教授のお
計らいで故後藤総一郎先生とともにお邪魔し、父親としての尾佐竹の興味深い
お話しを伺うことができた。
　書誌調査では、明治大学史資料センターの書架を可能な限り渉猟した。その
ため、事務室の皆さんに多大なご迷惑をおかけした。和泉図書館の柴尾晋さん
にも文献入手の手を煩わせた。併せて感謝申し上げる次第です。
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（表D尾佐竹猛明大関係年譜（稿）
注）〈　〉は出典誌紙・図書名と巻号
　　略号表示したものは下記のとおり
　　　〈大学報〉は　「明治大学学報」
　　　〈百年史〉はr明治大学百年史』
　　　〈文年史〉は『明治大学文学部五十年史』
　　　〈田熊〉は田熊溜津子編『尾佐竹猛』
著書は生前に刊行され
た初版のみ記載した。
「略称」は、「（表2）尾
佐竹猛著書一覧」によ
る。
年 歳 明大関係 その他の主要事項yび著書「略称」
明治13 1月20日、石川県羽咋
（1880） 郡に生まれる〈田熊〉
明治29 16 5月2日、明治法律学校に入校。本籍は石川県
（1896） 羽咋郡高濱町イ六十四。保証人は横山一平（本
郷区本郷一、一）。横山は東洋捕鯨（現在の日本
水産）の設立者く明治法律学校学生名簿〉
明治30 17 第1学年の成績は、民総96、刑法65、刑訴75、
（1897） 法人80、経済80、合計396点で学年第6位く成
績原簿〉〈明治法学8＞〈百年史3＞
明治31 18 第2学年の成績は、憲法94、物権80、債権75、
（1898） 商法95、民訴65、刑各73、行政100、合計582点
で学年第2位く成績原簿〉〈明治法学8＞〈百年
史3＞
明治32 19 7月10日、明治法律学校卒業。第3学年の成績11月、第一回判事登用
（1899） は、商法84．4、債権85、民訴80、相続100、国試験に最年少で合格
際私法95、国際公法100、財政80、擬律70、民〈田熊〉
法口述82、合計786．9点（ママ）で学年第1位
q成績原簿〉＜明治法学8＞〈百年史3＞ 12月7日、司法官試補ﾆして東京地方裁判所
詰〈田熊〉
明治35 22 12月7日、校友会福井支部例会において、会則7月9日、福井地方裁
（1902） 改正（幹事の増員）にともなう幹事補欠選挙で幹 判所判事〈田熊〉
事に選出される〈明治法学51＞
明治3724 校友会福井支部大会の選挙及び決議により、指 7月、福井地方判事と
（1904） 名委員より幹事に指名されるく明治学報（明治 して「命裁判所書記登
学会）78＞ 用試験委員」の辞令を
受ける〈学報76＞
明治41 28 6月、伊豆の新島区裁
（1908） 判所判事兼任く田熊〉
春、「志賀」
10月、「法権」
明治42 29 3月、「流刑」
（1909）
明治43 30 9月、東京地方裁判所
（1910） 判事兼任〈田熊〉
10月、「風俗」
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明治44
（1911）
大正2
（1913）
大正5
（1916）
大正6
（／917）
大正7
（1918）
大正8
（1919）
大正9
（1920）
大正コつ
（1921）
大正11
（1921）
31
33
36
37
38
39
40
41
42
12月、大学の維持存立を確実にすることを目的
に募集された大学基金（一口毎月50銭、5ヵ年）
に応募し、月々1円（二口）の寄付を始める〈明
治学報（明大学友会）24＞
7月10日、校友会有志により、尾佐竹の名古屋
控訴院判事就任と校友水田正之の宮城控訴院検
事就任の送別会（於築地精養軒）が開催される。
出席者は両人のほか、木下友三郎校長、鵜澤聡
明学監、布施辰治、山崎今朝弥、水口吉蔵ら28
名。この席で尾佐竹は生殖器崇拝の起源につい
て講話を行うく大学報1＞
12月10日、愛知県校友支部大会（於名古屋市前
津香雲軒）に出席く大学報4＞
2月25日、本学大学規則実施以前の法科卒業生
で、学力が大学卒業者同等以上と認められる老
に明治大学法学士の称号が授与されることにな
り、第5回詮衡委員会で詮衡される〈大学報6＞
7月10日、校友会理事会（於本郷燕楽軒）で、
4月13日開催の校友総会の決議に基づく評議員
の改選が行われ当選する〈大学報23＞
10月、校友会理事の詮衡が行われ当選する〈大
学報25＞
12月17日、校友評議員会において大学協議員の
選挙が行われ当選する〈大学報28＞
7月17日、大谷美隆が大学から命じられてスイ
ス、英、独に3ヵ年留学することになり、本学
講師及び校友が発起人（代表・藤森達三）となっ
て開催された送別会（於上野精養軒）に出席〈大
学報117＞
2月7日、新大学令に準拠する大学設立に向け
て基金募集のための大学期成委員会が開催さ
れ、東京府下の募集区域を設置することにな
り、宿利英治とともに四谷区の幹事に選出され
る〈大学報42＞
以降、ほぼ毎月5円を約100ヶ月に亘り寄附す
るく大学報各号＞
4月28日、校友会評議員増員選挙において指名
選任される〈大学報57＞
6月7日、校友会評議員会に出席〈大学報58＞
6月11日、大正10年度明大石川県人会総会（於
記念館）で副会長に推戴するすることを決定
〈大学報57＞
11月6日、大正10年度明大石川県人大会（於日
比谷公園内松本楼）に出席、副会長を委嘱され
る〈大学報62＞
6月9日、校友会評議員選出詮衡委員会におい
て当選〈大学報70＞
5月、東京控訴院判事
〈田熊＞
7月、名古屋控訴院判
事〈田熊〉
5，月、東京控訴院判事
〈田熊〉
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1月9日、大審院判事
〈田熊〉
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大正15
（1926）
46
2月28日、臨時商議委員会に出席。政治経済学
部設置、横田学長理事等留任勧告の件〈大学報
100＞
3月15日、臨時校友評議員会に出席。校友会よ
り選出する選挙の立会人を務める〈大学報101＞
＜明治大学年鑑1926＞
3月22日、臨時商議委員会に出席。学長及理事
選挙に関する件。「横田学長及井本理事に留任
を勧告する為に更に7名の委員」選挙すること
になり、田島義方らとともに選ばれる〈大学報
101＞〈明治大学年鑑1926＞
3月27旧、継続臨時商議委員会に出席。復職勧
告の件〈大学報101＞
4月22日、臨時商議委員会（於生命保険協会）に
出席。横田学長留任決議、小平村移転問題等の
件く大学報102＞
5月6日、臨時商議委員会に出席。理事4名の
補欠選挙の件く大学報103＞
9月30日、商議委員会に出席。予決算の件く大
学報107＞
10月3日、校友会定時総会（於上野公園内精養
軒）に出席〈大学報108＞
10月20日、商議委員有志懇親会（於木挽町萬安
楼）に出席く大学報108＞
12月3日、商議委員会に出席。予決算、岳麓運
動場設置の件〈大学報111＞
12月21日、商議委員会に出席。岳麓運動場設
置、復興委員の件〈大学報lll＞
　1月21日、商議委員会に出席。復興建築計画の
件く大学報111＞
）
3月25日、商議委員会に出席。予算案の件〈大
学報113＞
3月30日、商議委員会に出席。予算案の件〈大
学報ll3＞
4月18日、校友会評議員会に出席〈大学報114＞
5月29日、定時校友総会（於銀座松本楼）に出席
〈大学報115＞
7月3日、校友会評議員詮衡委員会において評
議員に選出されるく大学報116＞
7月27日、校友会評議員会に出席。任期満了に
伴う大学商議員と校友会幹事の詮衡が行われ、
商議員に再任される〈大学報ll4・ll5、117＞
10月5日、商議委員会に出席。第二期復興建築
の件く大学報120＞
この頃の住居は府下千
駄ヶ谷村470〈明治大
学年鑑1926＞
10月、「賭博」
12月、「立憲」
1月、大臣官房調査課
事務を委嘱される〈田
熊〉
正五位に叙される〈学
報114＞
5月、「閻魔」
7月、「陪審」
10月、「警察」
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10月12日、校友、学生、教授間の親睦と学術の
振興とを図り、大明治の建設に資することを理
想とする「駿台自由協会」の発起人の一人とな
り、発会式（於主婦之友ホール）で、万歳三唱の
発声をする〈駿台新報138＞
10月18日、商議委員会（継続会）に出席。第二期
復興建築の件〈大学報120＞
4月18日、商議委員会昭和2年度予算調査委員
（山口憲委員長）として調査報告書を作成〈大学
報126＞
4月26日、商議委員会（継続会）に出席。終身商
議委員補欠、予決算の件〈大学報126＞
6月、津村卓男によって雑誌「駿台文学」が創
刊され、同人となる。他に、畑耕一、佐々木味
津三、藤沢衛彦ら。第2号で休刊〈文年史〉
＜百年史2＞
6月25日、第40、41講堂で開催された駿台自由
協会演説会で、「刺身を食ふたら腹がふくれる」
と題して演説する。弁：ヒは他に岸本辰雄ら〈百
年史3＞
7月6日、法学部教授会で「法律政治に関する
雑誌編輯に付五名の委員を挙ぐることを申合
せ」、大谷美隆、水口吉蔵、森山武一郎、松岡
熊三郎とともに依頼される。この雑誌は「法律
及政治」で翌3年1月から「法律論叢」に改題。
8年に野田孝明に交代〈大学報129＞〈法律論叢
12（2）、　50（6）＞
ll月2日、明大石川県人会昭和2年度大会（於日
比谷幸楽亭）に副会長として出席〈大学報133＞
ll月21日、校友協会秋季総会兼懇親会（於日比
谷公園内松本楼）に出席〈大学報133＞
11月23日、商議委員会に出席。理事改選、決算
の件〈大学報133＞
4月21－24日、創立45年式典と記念館完成に合
わせて挙行された復興記念祝典に並行して開催
された「明治教育文化展覧会」の委員（横田秀
雄会長、松井茂委員長）になるとともに、史料
を出品〈大学報138＞〈駿台新報186＞
5月11日、商議委員会に出席。決算の件〈大学
報139＞
6月21日、商議委員会に出席。第4期建築、終
身商議委員補欠の件く大学報140＞
7月4日、商議員会継続会に出席。第4期建築
に関する件〈大学報141＞
10月12日、商議員会に出席。決算、女子部設置
の件〈駿台新報144＞
10月25日、校友会有志により、鵜澤総明と藤田
謙一郎の貴族院議員勅撰、猪股棋清の東京弁護
士会長就任を兼ねて、尾佐竹の学位授与祝賀会
（於丸の内東京会館）が開催される〈大学報145＞
11月、吉野作造らと
「明治文化研究会」創
立〈田熊〉
12月、「国際」「判事」
10月5日、明治文化研
究会編『明治文化全集
全24巻』刊行開始。
5年7月25日完結〈田
熊編『明治文化研究会
事暦〉
7月、「仮名」
11月、「維新前後にお
ける立憲思想」により
東京帝国大学から法学
博士の学位授与される
〈田熊〉
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4月、「大岡」
6月、「疑獄」
7月、「遣外」
6月、「憲政」
8月、「刑罪」
9月～11月、九州帝国
大学文学部で「明治憲
政史」講義〈田熊〉
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3月27日、商議委員会に出席。予決算、不動産
売却未収金、安田銀行手形金弁済の件〈大学報
173＞
4月1日、法学部講師として「法学部教授ヲ委
嘱ス」の辞令を受ける〈大学報173＞
4月16日、法学部教授として「兼任文科専門部
教授」の辞令を受けるく辞令［簿］＞
6月1日、創立50周年記念式典の展覧会部部長
の依頼を受ける。副部長は播磨辰治郎、藤澤衛
彦ほか〈大学報176＞〈明大グラフ＞
6月18日、雄i弁部部員大会で部長に推挙される
〈駿台新報290＞
7月8日、校友会評議員第2回詮衡委員会で評
議員に推薦される〈大学報176＞
8月14日、福井市において創立50周年記念式典
講演部による講演。他に志田釧太郎〈大学報
177＞
8月15日、金沢市において創立50周年記念式典
講演部による講演。他に志田鐸太郎〈大学報
177＞
8月17日、新潟市において創立50周年記念式典
講演部による講演。他に志田釧太郎、小島憲
〈大学報177＞
8月20日、秋田市において創立50周年記念式典
講演部による講演。他に石川浅、小島憲〈大学
報177＞
この頃、畑耕一、佐々木味津三、藤沢衛彦ら
と、文科復活運動の一環として、雑誌「駿台文
学」の再刊に奔走する〈駿台新報297＞
11月1日、大学創立満50年記念式で「永年在職
商議委員並二校友会本部幹事」として表彰され
るく大学報181＞
11月2日、同前記念式記念講演会（於記念館）
で、「明治法律学校創立の時」を講演。他に大
田黒敏男、米田実〈大学報ユ81＞
ll月20日、津村卓男が進めていた文科復活運動
の会合が、一ッ橋如水会館で開かれ、「明大文
科復活懇談会」と名づけられた。畑耕一、藤沢
衛彦、赤神良譲らとと中心メンバーになる〈駿
台新報307＞〈文年史＞
1月6日、文科復活懇談会名で趣意書を発表
〈東京日日新聞19900＞
2月25日、臨時商議委員会に出席。理事から文
科設立が提案される。大谷美隆、志田鐸太郎ら
の反対意見に、吉田三市郎専務理事らとともに
反論、提案は承認され、同月29日の特別委員会
で正式に決議された〈歴史編纂事務室報告13＞
3月4日、文科編制委員会が組織され、満場一
致で同委員会委員長と文科専門部長に推薦され
る〈駿台新報307＞〈文年史〉
4月、四谷三光町25に
住居購入く田熊〉
ll月、「明大」
3月、父死去〈田熊〉
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3月15日、文科4月開講の成案ができ、尾佐竹
文科専門部長、山本有三文芸科長、渡辺世祐史
学科長、小野秀雄新聞科長（夜間一年制）の陣容
が決まる〈文年史＞
3月17日、文科主催「明治大学文科復興記念講
演会」（於記念館）で、文科専門部長として挨拶
する〈駿台新報344＞
4月、「任文科専門教授　命国史学講座担任」、
「補文科専門部長」の辞令を受け、文科専門部
文芸科及び史学科で「幕末明治史」、新聞科で
特別講義を担当〈駿台新報347＞〈明治大学文科
要覧1932＞
1月、新聞科主催の新聞沿革展（於表神保町東
京堂）に所蔵資料を賛助出品〈駿台新報337＞
4月1日、文科専門部教授として「兼任法学部
教授　命法制史講座担当」の辞令を受ける〈教
員辞令簿＞
4月、刑事博物館の職制が定められ、大谷美隆
のもとで委員（8名の内）に任じられるく刑事博
物館図録　上巻＞
4月、外務省、司法省、関係大学、日仏協会、
大阪・東京毎日新聞社等により設立されたボア
ソナード教授記念事業発起人委員会の東京在住
委員になる。明大関係では他に、岡田朝太郎、
横田秀雄、木下友三郎、杉村虎一。本学は200
円を醸出。6月27日、パリ法科大学に胸像を建
立〈ボアソナード先生功績記念＞
6月1日、文芸科教師会に出席（7年4月以来
2回目。全32名中29名が出席）〈駿台新報382＞
この年度、史学科で「明治史」担当〈駿台新報
417＞
5月頃、前年に創刊され廃刊となった雑誌「明
大派」旧同人を中心とする有志により文学研究
会（会長・舟橋聖一）が結成され加わり、月刊雑
誌「明大文学」の創刊を決める〈駿台新報423＞
10月28日、鵜澤聡明総長の諮問機関として、教
学の刷新と、大学の地位向上を図ってその真価
を発揮し国家社会に貢献することを目標に、教
授、校友60余名からなる「明大振興委員会」が
設置され、委員となる〈駿台新報431＞
この頃、法学部で大久保利謙とともに、「法制
史」を担当。文芸科教授、文科科長〈駿台新報
446＞
?????? 〉賑艦肥。???????
1月、「万国」
9月、「政党」
1月2日、法制局参事
官（閣議決定）＜朝日新
聞＞
7月、「文叢」
9月、「秘書」上
10月、「秘書」下
10月、「史叢」
11月、「人物」
6月、「政治」
9月、「論集」「法窓」
2月、「点描」「憲法」
4月、東京帝国大学法
学部で日本憲政史担当
（17年3月まで）〈田熊〉
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10月、「現代」
11月、「大綱」上
昭和14 59 2月1日、商議員会に出席。専門部興亜科新設 1月、「大綱」下
（1939） に関する件〈明大学報2＞ ？月、「牢獄」
昭和1560 4月、各学部及び各科専門部長の任期満了によ
（1940） る選任で文科専門部長に留任〈駿台新報462＞
この年度、地歴科で「幕末明治史」を担当く駿 10月、「柳河」
台新報459＞
昭和1661 5月30日、昭和初年以来中絶状態にあった明大 5月、「石井」
（1941） 石川県人会再興の創立総会（於神田YMCA）
ｪ開かれ、会長に推戴される。顧問に島田鉄 11月、「加賀」
吉、篠原雄、島村他三郎〈加越能96＞
昭和1762 9月、東京帝国大学法
（1942） 学部で日本憲政史担当
（19年9月まで）〈田熊〉
？月、「大島」
1ユ月、「維新」上
12月24日、大審院検事
〈田熊〉
12月26日、後進に途を
譲るため大審院を退職
〈田熊〉
昭和18 63 加越能郷友会副会長に
（1943） 選出されるく加越能
ll1＞
4月、「維新」中
5月、「研究」
8月、「講話」
昭和19 64 3月、「新研」「行幸」
（1944） 4月、「維新」下ノ1
6月1日、教授として「給年俸金五百円」の辞 7月、「秘史」
令を受ける〈旧秘書課辞令簿〉
12月末、福井県足羽上
町に疎開〈田熊〉
昭和20 65 5月24日、空襲により
（1945） 四谷三光町の自宅と蔵
書を焼失く田熊〉
7月、疎開先の福井で
も罹災し、残りの資料
も失う〈田熊〉
10月、帰京〈田熊〉
昭和21 66 3月、中野区鷺宮に転
（1746） 居〈田熊〉
10月1日、急性肺炎の
ため死去〈田熊〉
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（表2）尾佐竹猛著書一覧
注）ゴチヅクは初版。再版、復刻版、再編集改題版等は初版のもとにおいた。
書名（叢書名） 「略称」 出版年 出版社
志賀環羅誌
　志賀環羅誌　復刻版、翻刻版
海南法権史［（海南叢書　第一編）］
海南流刑史（海南叢書　第二編）
海南風俗史（海南叢書　第三編）
賭博と拘摸の研究
　賭博と掬摸の研究　3版
　近代犯罪科学全集　第9編　売淫・
　掬摸・賭博
　＊底本は年大正14『賭博と掬摸の研
　　究』の「賭博篇」と「掬摸篇第
　　1章　掬摸の沿革」。喜多壮一郎
　　著「売淫」と合刻
　賭博と掬摸の研究
　掬摸・賭博
　＊底本は大正14年『賭博と掬摸の研
　　究』の「賭博篇」と「掬摸篇　第
　　1章掬摸の沿革」『
　賭博と掬摸の研究（尾佐竹猛全集
　第13巻）
　賭博と掬摸の研究
　賭博と掬摸の研究　新装版
　スリのテクノロジー
　＊底本は大正14年r賭博と陶摸の研究』
　　所収「掬摸篇　第2章　拘摸物語」。
　　デヴィオヅト・W・マーラー著
　　「スリのテクノロジー」と合刻
　賭博と拘摸の研究　新版
維新前後に於ける立憲思想一帝国議会
史前記
　維新前後における立憲思想　帝国議
　会史前記　前後編　増訂改版
　維新前後に於ける立憲思想　後編
　維新前後に於ける立憲思想の研究
　維新前後に於ける立憲思想（尾佐竹
　猛全集　第1巻）
「志賀」　明治41．春（1908）
　　　　昭和45，10（1970）
「法権」　明治41．10（1908）
「流刑」　明治42．3（1909）
「風俗」　明治43．10（1910）
「賭†専」大正14．10（1925）
　　　　昭和2。4（1927）
　　　　昭和4．11（1929）
昭和8．4（1933）
昭和9．10（1934）
謄写刷私家版
高浜町文化財調査
委員会
自筆稿本
自筆稿本
謄写刷私家版
総葉社書店
総葉社書店
武侠社
総葉社書店、新進
社
犯罪科学書刊行会
昭和23．10（1948）　実業之日本社
昭和44．11（1969）新泉社
昭和55。1（1980）　新泉社
平成8．3（1966）　　青弓社
　　　　平成11（1999）　　新泉社
「立憲」　大正14．12（1925）　文化生活研究会
昭和4．4（1929）　文化生活研究会
昭和4．10（1929）
昭和9．9（1934）
昭和23．10（1948）
邦光堂
中文館書店
実業之日本社
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法曹珍話閻魔帳
　＊筆名：無用学博士
　法曹珍話閻魔帳　復刻版
明治文化史としての日本陪審史
明治警察裁判史　附刑事弁護制
国際法より観たる幕末外交物語
　国際法より観たる幕末外交物語
判事と検事と警察一蒙愚理問答
止・解散・検束
　法律論
　　＊上掲書の改題
パンフレット）〈佐伯功介と共著〉
大岡政談（帝国文庫
明治秘史疑獄難獄
　第11巻）
　湖南事件
　波新書青版68）
　　　　　　　　　　　　　　中
玄人の玄人素人の素人らしからざる
仮名論とローマ字論（日本ローマ字会
　　　　　　　　　第16篇）〈校訂〉
　明治秘史疑獄難獄（尾佐竹猛全集
　　　　　露国皇太子大津遭難（岩
　　＊底本は昭和4年『明治秘史疑獄
　　　難獄』所収の「露国大使大津
　　　遭難湖南事件」
　大津事件一ロシア皇太子大津遭難
　（岩波文庫　青182－1）
　　＊底本は昭和4年『明治秘史疑獄
　　　難獄』所収の「露国大使大津遭
　　　難湖南事件」
　明治秘史疑獄難獄　復刻版
夷秋の国へ　幕末遣外使節物語
　幕末遣外使節物語（尾佐竹猛全集
　第7巻）
　幕末遣外使節物語　夷独の国へ（講
　談社学術文庫907）
日本憲政史（現代政治学全集　第6巻）
刑罪珍書集　2（近代犯罪科学全集　第
14篇）〈解題〉
　刑罪珍書解題
　　＊上掲書の抜粋
　牢獄秘録（刑政文庫3）
　　＊「刑罪珍書集　2』の内
　犯姦集録（史録叢書3）
　　＊『刑罪珍書集　2（近代犯罪科学
　　　全集　第14巻）』の翻刻
明治大学創立満五十年記念論文集　法
学篇（法律論叢10・11）〈共編〉
　　　　　書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
「閻魔」　大正15．5（1926）　春陽堂
「陪審」
「警察」
「国際」
「判事」
平成11．1（1999）
大正t5．7（1926）
大正15．10（1926）
大正15．12（1926）
昭和5．3（1930）
大正15．12（1926）
昭和10．6（1935）
「仮名」　昭和3．7（1928）
「大岡」昭和4．4（1929）
「疑獄」　昭和4．6（1929）
　　　　昭和23．12（1948）
　　　　昭和26．1（1951）
「夷狭」
「憲政」
「刑罪」
批評社
邦光堂書店
邦光堂書店
文化生活研究会
邦光堂
総葉社書店
大誠堂
日本ローマ字会
博文館
一元社
実業之友社
岩波書店
平成3．4（1991）　岩波書店
平成10．12（1998）
昭和4．7（1929）
昭和23．11（1948）
平成1．12（1989）
昭和5．6（1930）
昭和5．8（1930）
昭和9．11（1934）
昭和14（1939）
昭和47．ll（1972）
批評社
万里閣書房
実業之日本社
講談社
日本評論社
武侠社
犯罪科学書刊行会
刑務協会横浜支部
三崎書房
「明大」昭和6．11（193D　明大学会
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近世日本の国際観念の発達（現代史学
大系　第5巻）
　＊赤松智城「宗教史方法論」と合刻
　近世日本の国際観念の発達
　＊上掲書の分割本
万国公法と明治維新（使命会後援集
第6輯）
政党の発達（岩波講座　日本歴史）
明治文化叢説
秘書類纂　法制関係資料上く校訂〉
秘書類纂　法制関係資料下〈校訂〉
維新史叢説
幕末維新の人物
類聚傅記大日本史　第11巻　政治家篇
く編・解説〉
　類聚傅記大日本史　第11巻　政治家
　篇〈編・解説〉復刻版
日本憲政史論集（日本政治・経済研究
叢書　4）
　日本憲政史論集　復刻版
法窓秘聞
　法窓秘聞（尾佐竹猛全集　第12巻）
　法窓秘聞
明治政治史点描（日本政治・経済研究
叢書　8）
日本憲法制定史要
現代日本史研究〈杉山平助らと共著〉
日本憲政史大綱　上巻
日本憲政史大綱　下巻
　日本憲政史大綱　上
　日本憲政史大綱　下
牢獄秘録（刑政文庫　3）
新聞雑誌の創始者柳河春三（高山叢書　D
　新聞雑誌の創始者柳河春三（近代日
　本学芸資料叢書　第9輯）
加賀藩の勤王思想
大島宇吉伝　野田兼一著〈鑑修〉
明治維新　上巻（近代日本歴史講座）
明治維新　中巻（近代日本歴史講座）
明治維新下巻ノ1（近代日本歴史
講座）
「近世」　昭和7．12（1932）　共立社書店
「万国」
「政党」
「文叢」
「秘書」
「史叢」
「人物」
「政治」
「論集」
「法窓」
「点描」
「憲法」
「現代」
「大綱」
「牢獄」
「柳河」
「加賀」
「大島」
「維新」
昭和7．12（1932）　共立社
昭和8．1（1933）
昭和8．9（1933）
昭和9．7（1934）
昭和9．9（1934）
昭和9．10（1934）
昭和10．10（1935）
昭和10．11（1935）
昭和11．6（1936）
昭和56（1981）
昭和12．9（1937）
昭和54（1979）
昭和12．9（tg37）
昭和24．3（1949）
平成1／．12（1999）
昭和13．2（1938）
昭和13．2（1938）
昭和13．10（1938）
昭和t3．11（1938）
昭和14．1（1939）
昭和53．9（1978）
昭和53．9（1978）
昭和14（1939）
昭和15．10（1940）
昭和60．4（1985）
昭和16．11（1941）
昭和17（1942）
昭和17．11（1942）
昭和18．4（1943）
昭和19．4（1944）
使命会本部
岩波書店
学芸社
秘書類纂刊行会
秘書類纂刊行会
学而書院
学而書院
雄山閣
雄山閣出版
育生社
宗高書房
育生社
実業之日本社
批評社
育生社
育生社
三笠書房
日本評論社
日本評論社
宗高書房
宗高書房
刑務協会横浜支部
高山書院
湖北社
財団法人加越能新
勤王記念標保存会
新愛知新聞社
白揚社
白揚社
白揚社
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明治維新　下ノ2（近代日本歴史講座）
明治維新　下ノ3
　明治維新　上巻　重版（近代日本歴
　史講座）
　明治維新　中巻　重版（近代日本歴
　史講座）
　明治維新　下巻ノ1重版（近代日
　本歴史講座）
　明治維新　上巻　復刻
　＊底本は白揚社版の上巻と中巻の前
　　半
　明治維新　下巻　復刻
　＊底本は白揚社版の中巻の後半と下
日本憲政史の研究
明治大正政治史講話
明治の行幸
明治文化の新研究〈編〉
幕末外交秘史考
江戸時代犯罪・刑罰事例集く編・解題〉
下等百科辞典
明治四年賎称廃止布告の研究
「研究」
「講話」
「行幸」
「新研」
「秘史」
「犯罪」
「下等」
「賎称」
　書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
昭和24．8（1949）　白揚社
未刊　　　　　　自筆原稿
昭和21．12（1946）　白揚書館
昭和21．9（1946）　白揚書館
昭和21．10（1946）　白揚書館
昭和53．4（1978）　宗高書房
昭和53．4（1978）　宗高書房
昭和18．5（1943）　一元社
昭和18．8（1943）　一元社
昭和19．3（1944）　東興社
昭和19．3（1944）　亜細亜書房
昭和19．7（1944）　邦光堂書店
昭和57（1982）　　柏書房
平成ll．5（1999）　批評社
平成11．9（1999）　批評社
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（表3）辞書・事典の中の尾佐竹猛
注）評価の視点
　　　○は解説文中に以下の記載があるもの
　　　　「明法」は明治法律学校卒業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L「明大」は明治大学教授など明大での活動 　　　　　　 ’
　　　　「法学」は法学者としての位置づけ、法学博士など
　　　　「司法」は司法官僚、裁判官など司法界での活動
　　　　「大審」は大審院判事就任
　　　　「憲政」は憲政史、政治史研究
　　　　「文化」は明治文化研究
　　　　「歴史」は日本近代史研究など歴史家としての位置づけ
　　　　「維新」は維新史研究の業績
　　　著書
　　　　解説中に主著として記載されているものを列記した。
　　　　「略称」は「（表2）尾佐竹猛著書一覧」によるが、他に、「明全」は『明治文
　　　　化全集』、「新聞」は『幕末明治新聞全集』（共に明治文化研究会編）、「全集」
　　　　はr尾佐竹猛全集』を指す。
　　　　★は名を「たけし」としているもの
刊年 編者『書名』（出版社）　掲載頁　執筆者
評価の視点
??????????????????
著書「略称」
　（掲載順）
人名辞典
昭和4
i1929）『現代日本人名辞典』（東邦通信社） 登載なし
昭和12
i1937）
『現代日本人名辞典（中央公論第52
N第1号附録）』（中央公論社）o39 ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」
「明全」「立憲」
「憲政」「憲法」
昭和13
i1938）
新撰大人名辞典　7（平凡社）
垂P33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「点描」「史叢」「国際」「陪審」
「賭博∫疑獄」
「法窓」
「立憲」「憲政」
昭和28
i1953）
「大人名事典　1』（平凡社）
垂U05松下芳男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「大綱」「点描」「史叢」「明全」
「維新」
　35－
（195）
書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
評価の視点
刊年 編者r書名』（出版社）@掲載頁　執筆者
??????????????????
著書「略称」
@（掲載順）
昭和30
i1955）『現代日本人名辞典』（平凡社） 登載なし
昭和51
i1976）
『コソサイス人名辞典　日本編』
i三省堂）p258 ○
? ?
○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「明全」「全集」
昭和52
i1977）
『現代人物事典』（朝日新聞社）
垂Q78－279奈良本辰也 ○ ○ ○ ○ ○ O○ ?
「??」「??」「??」「??」「??」
昭和53
i1978）
『世界伝記大事典　1　日本・朝
N・中国編』（ほるぷ出版） 登載なし
昭和54
i1979）
『日本人名大事典　現代』（平凡社）
垂P78中村真澄 ○ ○ ○ ○ 0○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」
昭和61
i1986）
『詳解日本史重要人物辞典』（教育
ﾐ） 登載なし
昭和61
i1986）
『20世紀WHO’S　WHO　現代日
{人物事典』（旺文社） 登載なし
昭和62
i1987）
『現代人名情報事典』（平凡社）
垂Q18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「警察」「国際」「疑獄」「大綱」「維新」
昭和63
i1988）
『日本人物辞典』（北京、商務印書
ﾙ主出版） 登載なし
昭和63
i1988）『新訂日本重要人物辞典』（教育社） 登載なし
平成2
i1990）
『コソサイス日本人名辞典　改訂
ﾅ』（三省堂）p286 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「全集」「明全」
平成2
i1990）
『［現代日本］朝日人物事典』（朝
﨎V聞社）p397宇野俊一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」
平成3
i1991）
『新潮日本人名辞典』（新潮社）
垂S02 ○ ○
?
○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「立憲」
平成6
i1994）
「朝日日本歴史人物事典』（朝日新
ｷ社） 登載なし
平成7
i1995）
富田仁編r事典近代日本の先駆者』
i日外アソシエーツ） 登載なし
平成9
i1997）
山口昌男監『日本肖像大辞典　上
ｪ』（日本図書センター） 登載なし
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評価の視点
刊年
編者『書名』（出版社）
@掲載頁　執筆者
??????????????????著書「略称」
@（掲載順）
平成12
i2000）
『日本史人物辞典』（山川出版社）
垂撃X7 ○ ○ ○ ○ ○
?
○ ○
「明全」「立憲」「憲政」「大綱」「維新」
平成13
i2001）
白井勝美他編『日本近現代人名辞
T』（吉川弘文館）p239大久保
?ｪ／昭和55『国史大辞典　2』に
ｯじ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「柳河」「立憲」「明全」「憲政」「大綱」「維新」「国際」「全集」
平成13
i2001）
『コソサイス日本人名辞典　第4版』（三省堂）p302
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「明全」「全集」
平成13
i2001）
『講談社日本人名大辞典』（講談社）
垂S33 ○ ○ ○ ○0○ 「明全」「憲政」
平成14
i2002）
『没年日本史人物事典』（平凡社）
垂R62 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「大綱」
平成14
i2QO2）
秦郁彦編『日本近現代人物履歴事
T』（東京大学出版会）p132 ○ ○ ○ ○ ○
平成16
i2004）
伊藤隆、季武嘉也編『近現代日本
l物史料情報辞典」（吉川弘文社） 登載なし
平成16
i2004）
『20世紀日本人名事典　あ～せ』
i日外アソシエーッ）p603 00○0○ 0○ ○
「明全」「立憲」「警察」「大綱」「維新」「文叢」「人物」「全集」
百科事典
昭和39
i1964）『世界大百科事典』（平凡社） 登載なし
昭和43
i1968）
『大日本百科事典　ジャポニカ
R』（小学館）p498神田文人○ ○ ○ ○○
「明全」「立憲」「大綱」「維新」
昭和46
i1971）
『現代世界百科大事典　1』（講談
ﾐ） 登載なし
昭和47
i1972）
『ブリタニカ国際大百科事典　小
?ﾚ事典　1』（ティービーエス・
uリタニカ）P650
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「維新」「明全」u立憲」
昭和49
i1974）
『学芸百科事典　3』（旺文社）
垂Q52波多野和夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「大綱」「維新」
昭和51
i1976）
『国民百科事典　2』　（平凡社）
垂S45－446栄沢幸二 ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「立憲」「大綱」
昭和52
i1977）
『大日本百科事典　ジャポニカ
謔R版　3』（小学館）p498　神田
ｶ人
○ ○ ○ ○ ○
「明全」「立憲」「大綱」「維新」
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書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
評価の視点
刊年
編者『書名』（出版社）
@掲載頁　執筆者
??????????????????
著書「略称」
@（掲載順）
昭和53
i1978）
『学研新世紀百科辞典　増補改訂
ﾅ』（学習研究社）p247 ○ ○ ○ ○
「憲政」「新研」　　　　　★
昭和55
i1980）
@　v、
『グランド現代百科事典　新装版
T』（学習研究社）p275
?
○ ○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」
昭和56
i1981）
「世界大百科事典　1981年版』（平
}社） 登載なし
昭和57
i1982）
『小百科事典　増補改訂版』（平凡
ﾐ）P184
?
○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「大綱」
昭和58
i1983）
梅樟忠夫他監修『大事典desk』
i講談社） 登載なし
昭和58
i1983）
『ブリタニカ国際大百科事典　小
?ﾚ事典　1改訂版』（ティビー
Gス・ブリタニカ）p859
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「維新」「明全」「立憲」
昭和59
i1984）
『大百科事典　2』（平凡社）
o995宇野俊一
? 0○ ○ ○ ?
「??」「??」「??」「??」「??」
昭和60
i1985）日本大百科全書（小学館） 未見
昭和63
i1988）
『世界大百科事典　4』（平凡社）
垂Q21宇野俊一／昭59に同じ O ○ ○ ○ ○ ?
「??」「??」「??」「??」「??」
平成2
i1990）
『マイペディア［新装・改訂］小
S科』（平凡社）pl85 ○ ○ ○ 0○ ○ 「明全」「大綱」
平成4
i1992）
『CD－ROM版世界大百科事典』
i平凡社）宇野俊一／昭63版に基づ
ｭ O ○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」
平成5
i1993）
『ブリタニカ国際大百科事典　1
ｬ項目事典　第2版改訂』（ティ
rーエス・ブリタニカ）p859
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「維新」「明全」「立憲」
平成6
i1994）
『日本百科全書　42版』4（小学
ﾙ）pl59池田政章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「明全」「大綱」「研究」
平成7
i1995）
『丸善エンサイクロペディア大百
ﾈ』（丸善） 登載なし
国語辞典
昭和30
（1955）
新村出編『広辞苑』（岩波書店）P287 ○○ ○ ○ ○ 「憲政」「新研」
一38－（192）
大学史紀要第9号（2005・3・25）
評価の視点
刊年
編者『書名』（出版社）
@掲載頁　執筆者
??????????????????著書「略称」
@（掲載順）
昭和44
i1969）
新村出編r広辞苑　第2版』（岩
g書店）P296 ○ ○ ○ ○ 「憲政」「新研」
昭和48
曹X73）
『日本国語大辞典　3』（小学館）
垂R53 ○ ○ ○ 「立憲」「大綱」
昭和51
iユ976）
新村出編『広辞苑　第2版増訂版』
i岩波書店）p296 ○ O ○ ○ 「憲政」「新研」
昭和56
i1981）
尚学図書編「国語大辞典』（小学
ﾙ）P356 O ○ ○ 「立憲」「大綱」
昭和57
i1982）
時枝誠記、吉田精一編『角川国語
蜴ｫ典』（角川書店）p288 ○ ○ ○ 「明全」「大綱」
昭和58
i1983）
新村出編『広辞苑　第3版』（岩波
蒼X）p324 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「大綱」「立憲」
昭和61
i1986）
尚学図書編『言泉　国語大辞典』
i小学館）P309 ○ ○ ○ 「立憲」「大綱」
昭和63
i1988）
松村明、三省堂編修所編『大辞林』
i三省堂）P328 ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「大綱」「立憲」
平成3
i1991）
新村出編『広辞苑　第4版』（岩波
蒼X）P324 ○ ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「大綱」「立憲」
平成7
i1995）
松村明、三省堂編修所編編『大辞
ﾑ　第2版』（三省堂）p339○ ○ ○ ○ ○
「明全」「大綱」「立憲」
平成7
i1995）
松村明監『大辞泉』（三省堂）o339 ○ ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「立憲」「大綱」
平成10
i1998）
新村出編『広辞苑　第5版』（岩
g書店）P368 ○ ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「大綱」「立憲」
平成13
i2001）
『日本国語大辞典　第2版　2』
i小学館）pll12 ○ ○ ○
「明全」「立憲」「大綱」
地域事典
昭和50
i1975）
『石川県大百科事典』（北国新聞社）
垂撃撃V小倉正一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「憲政」「大綱」
平成3
i1991）『福井県大百科事典』（福井新聞社） 登載なし
平成5
i1993）
『石川県大百科事典』（北国新聞社）
垂撃X0大多誠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「明全」　　★
一39－（191）
書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
評価の視点
刊年 編者『書名』（出版社）@掲載頁　執筆者
?
　明@大
??????????????
著書「略称」
@（掲載順）
平成10
i1998）
『石川県姓氏歴史人物大辞典』（角
?蒼X）『日本姓氏歴史人物大辞典　17』
i角川書店）
登載なし
平成15
i2003）
『石川県人物・人材情報リスト
Q004』（日外アソシエーツ） C○ ○ ○ ○ ○ ?○
「明全」「立憲」「警察」「大綱」「維新」「文叢」「人物」「全集」
日本史辞典
昭和25
i1950）
鮎沢信太郎、鎌田重雄共編『日本
j辞典』（誠文堂新光社） 登載なし
昭和31
i1956）
『日本歴史大辞典　3』（河出書房
V社）P288岩井忠熊
?
○ ○ ○ ○ ○ ○ 1嬰翻1繍
昭和33
i1958）
京都大学文学部国史研究室編『日
{近代史辞典』（東京経済新報社） 登載なし
昭和43
i1968）
『日本歴史大辞典　増補改訂版3』（河出書房新社）p374岩井
煙F
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「立憲」「大綱」「維新」
昭和48
i1973）
「万有百科大事典　5　日本歴史
?黷ｷ』（小学館）pl89宇野俊一C ○ ○0○ ○0「明全」「立憲」「大綱」「維新」
昭和53
i1978）
『日本近現代史辞典』（東洋経済新
?ﾐ）p80杉井六郎
?
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」
昭和55
i1980）
『国史大辞典　2』（吉川弘文館）
垂W20－821大久保利謙 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「柳河」「立憲」「明全」「憲政」「大綱」「維新」「国際」「全集」
昭和58
i1983）『日本史事典』（平凡社）p168 0 ○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「大綱」
昭和60
i1985）
『日本歴史大辞典　普及新版　2』
i河出書房新社）p374岩井忠熊
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「立憲」「大綱」「維新」
昭和61
i1986）
『最新昭和史事典』（毎日新聞社）o112 0○ ○ ○ ○ 0○ 「立憲」「明全」「全集」　★
平成3
i1991）
林睦朗他編『日本史総合辞典』
i東京書籍） 登載なし
平成4
i1992）
安岡昭男編『近現代史用語辞典』
i新人物往来社）p42　石川恵美 ○ ○ ○ ○ 0○ 「明全」「夷秋」
平成4
i1992）
『日本史大事典　1』（平凡社）
垂P196宇野俊一 C 0○ ○ ○ ○
「明全」「新聞」????????????????????
一40（190）
大学史紀要第9号（2005・3・25）
評価の視点
刊年
編者『書名』（出版社）
@掲載頁　執筆者
??????????????????
著書「略称」
@（掲載順）
平成7
i1995）
武光誠他編『日本史用語大事典』
i新人物往来社）p200－201石川
b美
○ ○ ○ ○ ○ ○ 「明全」「夷秋」
平成9
i1997）
『日本史広辞典』（山川出版社）
垂R53－354 ○ ○ O○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」
平成11
i1999）
日本歴史学会編『日本史研究者辞
T』（吉川弘文館）p86 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O
「立憲」「大綱」「全集」
平成11
i1999）
石上英一他編『岩波日本史辞典』
i岩波書店）p176 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「?????」「??」「??」「??」
平成12
i2000）
『日本歴史大事典　1』（小学館）
o519宇野俊一 ○ O○ ○ ○ ○
「立憲」「憲政」「大綱」「明全」
平成13
i2001）
藤野保編『日本史事典』（朝倉書
X） 登載なし
平成13
i2001）
『平凡社日本史事典』（平凡社）
垂Q16－217 ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「大綱」「維新」「賭博」
専門辞典
（1962）
昭和37世界名著大事典　8著者編（平凡
@　　社）P98 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「大綱」「疑獄」「国際」「維新」「夷秋」
@　　　　★
昭和37
i1962）
川崎庸之他編『日本文化史辞典』
i朝倉書店） 登載なし
昭和43
i1968）
『社会科学大事典　2』（鹿島研究
鰹o版会）p301－302高野澄○ ○ ○ ○0○ ○
「閻魔」「立憲」「明全」「大綱」「論集」「研究」
昭和48
i1973）
『万有百科大事典　11政治・社
?x（小学館）p56　神田文人 ○ ○ ○ ○ O○ 「明全」「立憲」「大綱」「維新」
昭和56
i1981）
戦前期官僚制研究会編、秦郁彦著『戦前期日本官僚制の制度、組
D、人事』（東京大学出版会）p52
○ ○ 0○ ○ ○ 0
昭和62
i1987）
『オリジナル新版　世界名著大事
T　14』（平凡社）p98 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「大綱」「疑獄」「国際」「維新」「夷独」
@　　　　★
平成4
i1992）
『社会科学総合辞典』（新日本出版
ﾐ） 登載なし
一41（189）
書誌調査からみた尾佐竹猛（飯澤）
評価の視点
刊年
編者『書名』（出版社）
@掲載頁　執筆者
??????????????????
著書「略称」
@（掲載順）
平成9
i1997）
鹿野正直他編『民間学事典　人物
ﾒ』（三省堂）p99－100　内海孝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」「??」
平成13
i2001）
大須賀明他編『憲法辞典』（三省
ｰ） 登載なし
文学辞典
昭和40
i1965）
久松潜一他編『現代日本文学大事
T』（明治書院）p207　中村完○ ○ ○ ○ ○
「立憲」「文叢」「大綱」「維新」
昭和52
i1977）
日本近代文学館、小田切進編『日
{近代文学事典　1』（講談社）
垂R31西田長寿
○ ○ ○ ○ ○ ○
「明全」「新聞」「立憲」「賭博」「閻魔」「国際」「陪審」「疑獄」「全集」　★
レファレンス事典
昭和26
i1951）
『文化人名録　昭和26年版』（日本
???ｦ議会）p556 ○ 「大綱」
昭和49
i1974）
法政大学文学部史学研究室編『日
{人物文献目録』（平凡社） 登載なし
昭和54
i1979）
深井人詩編『人物書誌索引』（日
Oアソシエーツ）P76 ○ ○
昭和58
i1983）
r人物レファレソス事典　3現代
ﾒ　上』（日外アソシエーツ）
垂S70
○ ○
昭和58
i1983）
『昭和物故人名録　昭和元年～54
N』（日外アソシエーッ）pll8 ○ ○
平成6
i1994）
深井人詩、渡辺美好編『人物書誌
??@78／91』（日外アソシエーツ）
垂撃Q3
○ ○
平成7
i1995）
『日本人物文献索引　政治・経
ﾏ・社会　80／90』（日外アソシエーツ）P179
平成12
i2000）
『人物レファレンス事典　明治・
蜷ｳ・昭和（戦前）編　　あ～し
V訂増補』（日外アソシエーツ）
垂S72
○ ○ ○ ○ ○ 0「立憲」
一42－（188）
